
海外試験事例紹介

てんさい(2022、ヨーロッパ各地)

試験結果① 収量の比較（チェコ、ドイツ、フランス、ハンガリー、ポーランド）

試験概要：
• ユートリシャNを施用することにより、アンモニア窒素が供給され、てんさいの収量の増加に
寄与しました。

試験結果② クロロフィルの比較（2022、ポーランド）

慣行区の収量を100とした時の
ユートリシャN区の収量
（上記5か国・5試験の平均）

ユートリシャNが収量に与える影響（慣行区比）

慣行区 ユートリシャＮ区

ユートリシャNはBBCH18時に散布
ユートリシャN処理量 333g/ha
施肥量：86㎏N/ha

慣行区
（86㎏N/ha)

ユートリシャＮ区
（86㎏N/ha)
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※()内:対慣行区比

クロロフィル 散布23日後
クロロフィル 散布30日後
クロロフィル 散布88日後
クロロフィル 散布108日後

【品質】
αアミノ態窒素 対慣行区比 116％
カリウム 対慣行区比 101％
ナトリウム 対慣行区比 103.2％
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